
様式２

概要説明書（その１） ※登録№

※受付年月日

※変更受付年月日

開発年月

土木分野 建築分野 （必ず、どちらかを選択してください。）

技術 工法 製品 材料 その他

省人化 省力化 経済性の向上

施工精度の向上 耐久性の向上 安全性の向上

作業環境の向上 周辺環境への影響抑制 地球環境への影響抑制

省資源・省エネルギー 品質の向上 リサイクル性向上

その他 （ ）

単独 共同研究 （ 民・民 民・官 民・学）

公的支援助成等（「Made　in　新潟　新商品調達制度」）の関連の有無

該当の有無 無し 有り Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

新技術の概要（アブストラクト）※検索結果に表示する技術の概要です（全角127文字以内）

新技術の概要

Fax

0250-24-9020
問合せ先

山隆リコム株式会社

担当者

住　所 新潟市秋葉区川口578番地17

リサイクル事業部

永野・佐藤

担当部署

コスト縮減・生産性の向上

安全・安心

再生路盤材　　建設汚泥　　造粒固化

山隆リコム株式会社

リサイクル

環境

景観

18D1010

2006.6.20

2013.12.24

2005年 12月

技術名称

商標名等

SRC路盤材

建設汚泥を造粒固化した路盤材

概要説明書

区　分

開発体制
開発会社

開発目標
（複数選択可）

キーワード
（複数選択可）

自由記入

伝統・歴史・文化

分　野

公共工事の品質確保・向上

会社名

　建設工事に伴って発生する無機汚泥(セメント系）を造粒固化し、再び下層路盤材等の路盤材料とし
て使用するためのリサイクル材料です。

eino@yamataka-rcm.co.jp

http://www.yamataka-rcm.co.jp/

E-mail

ホームページＵＲＬ

0250-24-9023

Tel

　○造粒固化機は移動式なので工事現場に運び、無機汚泥(セメント系)をその場でSRC路盤材を作る
ことも可能で、廃棄物処理費（処理費 17,000円/m3）がいらなくなり、コストダウンにつながります。問題
点として、製造費が6,000円/m3かかるので売れない。つねに最適含水比を30～40％にちかずけなけれ
ば、30t/日の製造は無理なので、現場では、台数を増やす必要があります。

③公共工事のどこに適用できるか？

①何について何をする技術か？

②従来はどのような技術で対応していたか？

　建設汚泥は、リサイクルによる再生利用と、最終処分場において最終処分されています。

　工事現場で発生する建設副産物の中の無機汚泥(セメント系）を、造粒固化しSRC路盤材にする技術
です。

　○工事現場から発生した無機汚泥(セメント系）を、当社にて受け入れ造粒固化後、SRC路盤材として
出荷します。

mailto:eino@yamataka-rcm.co.jp
http://www.yamataka-rcm.co.jp/
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新技術のアピールポイント（課題解決への有効性）

新規性及び期待される効果

①どこに新規性があるのか？（従来技術と比較して何を改善したのか？）

○「汚泥」が「SRC路盤材」になる 

○現場で「SRC路盤材」を製造する 

造粒固化機は移動式なので、建設汚泥発生現場で造粒し、再度、その場で利用できます。

②期待される効果は？（新技術活用のメリットは？）

・

適用条件

①自然条件

　特にありません

②現場条件

　工事現場等に造粒固化機を運んだ場合は、屋根を取り付けてください。

③技術提供可能地域

　新潟県全域

④関係法令等

　道路構造令【車道と側帯の舗装構造の基準に関する省令（国土交通省）、舗装の構造に関する技術基準】

適用範囲

①適用可能な範囲

　一般的な道路砕石に使用される場所（道路、駐車場等の路盤）。

②特に効果の高い適用範囲

　SRC路盤材は道路の下層路盤材に適しています。

③適用できない範囲

　道路の上層路盤

④適用にあたり、関係する基準及びその引用元

　環境基本法環境基準、水質汚染防止法、土壌汚染防止法、舗装再生便覧、

　建設汚泥リサイクル製品評価のための自主基準（社団法人全国産業廃棄物連合会）

留意事項

①設計時

　建設汚泥（セメント系）は、含水比により配合割合の調整が必要です。

②施工時

　特にありません

③維持管理時

④その他

　特にありません

　本技術の製品の溶出水は初めアルカリ性（ｐH12程度）を示しますが、1ヶ月程度で環境基準値のｐH8.5以
下になりました。通常の使用では溶出水が周辺に影響を与えることはほとんどありません。

技術名称 SRC路盤材 18D1010

　建設無機汚泥(セメント系)のリサイクルと用途拡大。また、SRC路盤材は強い強度を有しています。

再資源化の進まない汚泥の問題を解決するため、造粒固化機を用いて下層路盤材等に再資源化しま
す。

   改良土を埋立・盛土材として使用するだけではなく、造粒固化することにより路盤材として使用できます。
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活用の効果

向上 ( %） 同程度 低下 ( 150 %）

短縮 ( %） 同程度 増加 ( 500 %）

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

活用の効果の根拠

円 円

分 分

*備考： 汚泥処理費 17,000円/m
3
　　　製造費 6,000円/m

3

17,000－6,000＝11,000円/m
3
のコストダウンになる。

●新技術の内訳

●従来技術の内訳

単価
(円)

金額
(円)

基準数量：

摘　　　要

RC-40 粒径40～0㎜ 1 m3 2,400 2,400 施工費含む

1m3 あたり

項目 仕様 数量 単位

6,000 6,000 施工費含む

数量 単位

SRC路盤材 粒径40～0㎜

経済性

工　　程

6,000

18

単価
(円)

1 m3

3

項　　目 仕　　様
金額
(円)

250%

600%

摘　　　要

2,400

従来技術（B) 変化値A/B（％）

あたり1m3基準数量：

比較する従来技術 再生砕石（RC-40）

項目

経済性

基準数量

新技術（A）

1 単位 m3

工　程

品　質 粒度分布の安定

技術名称 SRC路盤材 18D1010

比較の根拠活用の効果

建設汚泥の有効利用

安全性

施工性

周辺環境への影響
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施工単価 歩掛りなし 歩掛りあり（ 標準 ・ 協会 ・ 自社 ）

SRC路盤材　　1m3　あたり

材料費 ： 固化材、カタマールY　等

施工費 ： 労務費、機械経費、電気料等

施工方法

建設汚泥処理工程

① 建設無機汚泥（セメント系）の受け入れ。

② 高含水比の汚泥は脱水等の処理を行い、含水比を下げる。

③ 汚泥をバックホウで造粒固化機に投入する。

④ 造粒固化機に固化材、カタマールY等を投入し、混合・造粒後、排出する。

⑤ 製品は強度増進のため4週間の養生後、路盤材として出荷する。

残された課題と今後の開発計画

①課題

・ 知名度のアップ（現場への普及）。

・ 上層路盤材として利用する。

②計画

・ 添加材料、配合比等の検討。

施工実績 あり なし

特許・実用新案

あり 出願中 出願予定 なし

あり 出願中 出願予定 なし

評価等年月日

証明等範囲

他の機関による
評価・証明

証明機関

制度名

A

2006年10月31日

HR-060006-A番号

NETIS

番　　号

　実用新案

　他の公共機関

　民間等

材　料　費 2,770

　特　許

2件

7件

3,230

1件

　新潟県の公共事業

6,000

技術名称 SRC路盤材

施　工　費

合　　計

18D1010

工　　種 金　額　（ 円 ）



様式２

概要説明書（その５）

※登録№

概要図、写真等

建設汚泥処理工程

【植栽試験】

芝の種を植えました。

・ Aは砂利を敷石にしました。 〈結果〉

・ BはSRC路盤材を敷石にしました。 A及びBはほとんど変わりありません。

技術名称 SRC路盤材 18D1010

建設無機汚泥（セメント系）

・脱水
・含水比調整材の添加

含水比調整

SRC路盤材

当施設内

①

②

③

④

⑤

バックホウ

・固化材
・カタマールY 等

4週間の養生 出 荷
排 出

1ヵ月後A

A

B

B
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施工実績一覧

構内敷砂利工事

仮設道路工事

技術名称 SRC路盤材 18D1010

工　事　名施工時期

県
外
に
お
け
る
施
工
実
績

区分 発注者 地域機関名

阿賀町

糸魚川地域振興局 地域整備部

新潟県
流域下水道

事務所

新潟市
新潟駅

周辺整備
2009.1～2009.4 附帯工事

五泉市 2008.5～2008.6 側溝工事

2011.9

海岸工事

仮設道路工事

2009.10

新潟地域振興局 農林振興課 2009.11～2009.12

長岡地域振興局
与板維持

管理事務所
2012.2

仮設道路工事

用水路工、基礎砕石工

土壌改良工事

揚水機杭工事

2011.8

村上地域振興局 地域整備部

2012.12

2011.10

2007.6

新潟県
流域下水道

事務所

新和コンクリート 会津工場

県
内
に
お
け
る
施
工
実
績



概要説明書（その７）

eino@yamataka
-rcm.co.jp

代
表
以
外

ＴＥＬ ＦＡＸ Ｅ－mail

代
表

山隆リコム株式会社 リサイクル事業部 永野　久雄 新潟市秋葉区川口578-17 0250-24-9020 0250-24-9023

技術名称 SRC路盤材 ※登録№ 18D1010

新技術提供企業

区分 企業名 担当部署 担当者 住所


